
１．回答者の状況

（１）回答者数（問１－１・２）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

有効回答者数 1087 100.0% 413 38.0% 674 62.0%

無回答者数 2 － － － － －
対象回答者数 1089 － － － － －

※うちIターン・Uターンの状況
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

100 9.2% 38 9.2% 62 9.2%
985 90.8% 374 90.8% 611 90.8%
1085 100.0% 412 100.0% 673 100.0%
4 － 1 － 1 －

1089 － 413 － 674 －

（２）婚姻状況（問１－３－（１））
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 305 28.1% 150 36.3% 155 23.0%
2 717 65.9% 247 59.8% 470 69.7%
3 65 6.0% 16 3.9% 49 7.3%

1087 100.0% 413 100.0% 674 100.0%
2 － 0 － 0 －

1089 － 413 － 674 －

（３）結婚の期間（問１－３－（２））
＜結婚している場合の結婚期間＞

全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）
118 16.7% 48 19.7% 70 15.1%
169 23.9% 59 24.1% 110 23.7%
168 23.7% 58 23.8% 110 23.7%
117 16.5% 42 17.2% 75 16.2%
136 19.2% 37 15.2% 99 21.3%
708 100.0% 244 100.0% 464 100.0%
9 － 3 － 6 －

717 － 247 － 470 －

＜結婚したが、離別または死別した回答者の結婚期間＞
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

13 20.3% 2 12.5% 11 22.9%
23 35.9% 9 56.2% 14 29.2%
20 31.3% 2 12.5% 18 37.5%
7 10.9% 3 18.8% 4 8.3%
1 1.6% 0 0.0% 1 2.1%
64 100.0% 16 100.0% 48 100.0%
1 － 0 － 1 －
65 － 16 － 49 －

（４）回答者の年齢（問１－４）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 38 3.5% 23 5.6% 15 2.2%
2 89 8.2% 26 6.3% 63 9.3%
3 118 10.9% 48 11.7% 70 10.4%
4 176 16.2% 67 16.3% 109 16.2%
5 227 20.8% 84 20.4% 143 21.2%
6 218 20.1% 80 19.4% 138 20.5%
7 195 18.0% 76 18.4% 119 17.7%

8 25 2.3% 8 1.9% 17 2.5%
1086 100.0% 412 100.0% 674 100.0%
3 － 1 － 0 －

1089 － 413 － 674 －

島根県少子化に関する意識調査結果
平成２６年３月　島根県

I・Uターンである
I・Uターンでない
有効回答者数

無回答者数
対象回答者数

５年未満
５年～１０年未満
１０年～１５年未満
１５年～２０年未満

無回答者数
対象回答者数

未婚
結婚している
結婚（離別または死別）

有効回答者数

５年～１０年未満
１０年～１５年未満
１５年～２０年未満
２０年以上
有効回答者数
無回答者数

２０年以上
有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

５年未満

４０～４４歳
４５～４９歳

５０歳以上
有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

対象回答者数

２０歳未満
２０～２４歳
２５～２９歳
３０～３４歳
３５～３９歳
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（５）配偶者の年齢　（配偶者のある方のみ）（問１－５）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 2 0.3% 1 0.4% 1 0.2%
2 2 0.3% 2 0.8% 0 0.0%
3 42 5.9% 19 7.7% 23 4.9%
4 139 19.4% 55 22.3% 84 17.9%
5 169 23.6% 64 25.9% 105 22.4%
6 168 23.5% 62 25.1% 106 22.7%
7 112 15.7% 34 13.8% 78 16.7%

8 81 11.3% 10 4.0% 71 15.2%
715 100.0% 247 100.0% 468 100.0%
2 － 0 － 2 －

717 － 247 － 470 －

（６）就労状況（問１－６）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 正規社員 579 53.4% 294 71.2% 285 42.4%
2 パート・アルバイト 203 18.7% 25 6.1% 178 26.5%
3 派遣社員 14 1.3% 3 0.7% 11 1.6%
4 内職 4 0.4% 0 0.0% 4 0.6%
5 自営業、自由業、家族従業者 60 5.5% 32 7.7% 28 4.2%
6 学生 62 5.7% 33 8.0% 29 4.3%
7 無職（求職中・主婦、主夫、家事手伝い等） 113 10.4% 10 2.4% 103 15.3%
8 その他 50 4.6% 16 3.9% 34 5.1%
有効回答者数 1085 100.0% 413 100.0% 672 100.0%
無回答者数 4 － 0 － 2 －

1089 － 413 － 674 －

（７）配偶者の就労状況　（配偶者のある方のみ）（問１－７）
全体数 全体（％） 妻数 妻（％） 夫数 夫（％）

1 正規社員 499 70.1% 110 44.6% 389 83.5%
2 パート・アルバイト 84 11.8% 77 31.2% 7 1.5%
3 派遣社員 11 1.5% 6 2.4% 5 1.1%
4 内職 3 0.4% 2 0.8% 1 0.2%
5 自営業、自由業、家族従業者 65 9.1% 9 3.6% 56 12.0%
6 学生 1 0.1% 1 0.4% 0 0.0%
7 無職（求職中・主婦、主夫、家事手伝い等） 39 5.5% 36 14.6% 3 0.6%
8 その他 11 1.5% 6 2.4% 5 1.1%
有効回答者数 713 100.0% 247 100.0% 466 100.0%
無回答者数 4 － 0 － 4 －
対象回答者数 717 － 247 － 470 －

＜夫婦等の就労状況＞
全体数 全体（％）

579 53.6%
132 12.2%
370 34.2%
1081 100.0%

8 －

1089 －

（８）世帯収入（問１－８）
全体
数

全体
（％）

18～29歳
（％）

30～39歳
（％）

40～49歳
（％）

50歳以上
（％）

1 25 2.6% 11.1% 0.6% 0.0% 0.0%
2 25 2.6% 5.8% 2.0% 1.6% 0.0%
3 210 22.0% 33.4% 21.3% 16.7% 13.6%
4 303 31.8% 24.6% 36.0% 32.0% 27.4%
5 217 22.7% 12.1% 25.8% 25.7% 22.7%
6 119 12.5% 7.7% 11.2% 15.8% 22.7%

7 55 5.8% 5.3% 3.1% 8.2% 13.6%

954 100.0% 207 356 366 22

135 － 38 47 47 3
1089 － 245 403 413 25

４５～４９歳

５０歳以上
有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

対象回答者数

２０歳未満
２０～２４歳
２５～２９歳
３０～３４歳
３５～３９歳
４０～４４歳

対象回答者数

無収入
１００万円未満
１００万円以上３００万円未満
３００万円以上５００万円未満
５００万円以上７００万円未満

共働き世帯
片働き世帯
単身世帯その他
有効回答者数

無回答者数

７００万円以上１，０００万円未満

１，０００万円以上

有効回答者数

無回答者数
対象回答者数



（９）世帯人数（問１－９）
全体数 全体（％）

66 6.1%
96 8.9%
228 21.1%
299 27.7%
203 18.8%
112 10.4%
53 4.9%
17 1.6%
3 0.3%

2 0.2%

1079 100.0%

10 －

1089 －

（１０）世帯の構成員（あてはまるものすべて）（問１－１０）
全体数 全体（％）

1 716 66.1%
2 680 62.7%
3 469 43.3%
4 2 0.2%
5 125 11.5%
6 1 0.1%
7 153 14.1%
8 12 1.1%
9 61 5.6%

1084 100%
5 －

1089 －

＜世帯の構成＞
全体数 全体（％）

688 63.6%
288 26.6%
61 5.6%
45 4.2%

1082 100.0%

7 －
1089 －

（１１）子どもの人数（別居も含む）（問１－１１）
全体数 全体（％）

1 172 16.0%
2 326 30.4%
3 185 17.3%
4 23 2.1%
5 6 0.6%

6 360 33.6%

1072 100.0%

17 －
対象回答者数 1089 －

１人
２人
３人
４人
５人
６人

対象回答者数

配偶者（夫または妻。内縁関係を含む）
子ども
父母（配偶者の父母を含む）
孫
祖父母（配偶者の祖父母を含む）

７人
８人
９人

１０人

有効回答者数

無回答者数

対象回答者数

核家族
三世代
単身
その他

自分の子どもの配偶者
兄弟姉妹（配偶者の兄弟姉妹を含む）
その他の同居者
同居者はいない

有効回答者数
無回答者数

４人
５人以上

０人

有効回答者数

無回答者数

有効回答者数

無回答者数
対象回答者数

１人
２人
３人



（１２）お子さんの現在の年齢　（お子さんのいる方のみ）（問１－１２）　

■第１子の年齢 ■第２子の年齢
全体数 全体（％） 全体数 全体（％）

０～６歳 197 28.0% ０～６歳 197 37.1%
７～１２歳 203 28.8% ７～１２歳 149 28.0%
１３～１８歳 163 23.2% １３～１８歳 114 21.4%

１９歳以上 141 20.0% １９歳以上 72 13.5%

有効回答者数 704 100.0% 有効回答者数 532 100.0%

無回答者数 8 － 無回答者数 8 －

対象回答者数 712 － 対象回答者数 540 －

■第３子の年齢 ■第４子の年齢
全体数 全体（％） 全体数 全体（％）

０～６歳 87 42.5% ０～６歳 12 49.9%
７～１２歳 54 26.3% ７～１２歳 7 29.2%
１３～１８歳 48 23.4% １３～１８歳 4 16.7%
１９歳以上 16 7.8% １９歳以上 1 4.2%
有効回答者数 205 100.0% 有効回答者数 24 100.0%
無回答者数 9 － 無回答者数 5 －
対象回答者数 214 － 対象回答者数 29 －

■第５子の年齢
全体数 全体（％）

０～６歳 3 75.0%
７～１２歳 1 25.0%
１３～１８歳 0 0.0%
１９歳以上 0 0.0%
有効回答者数 4 100.0%
無回答者数 2 －
対象回答者数 6 －

（１３）第１子出生時の年齢　（お子さんのいる方のみ）（問１－１３）　

①父親の年齢 ②母親の年齢
全体数 全体（％） 全体数 全体（％）

２０歳未満 3 0.4% ２０歳未満 15 2.2%
２０～２４歳 122 17.5% ２０～２４歳 160 23.1%
２５～２９歳 266 38.4% ２５～２９歳 314 45.4%
３０～３４歳 200 28.7% ３０～３４歳 144 20.8%
３５～３９歳 76 10.9% ３５～３９歳 54 7.8%
４０～４４歳 26 3.7% ４０～４４歳 5 0.7%
４５～４９歳 2 0.3% ４５～４９歳 0 0.0%
５０歳以上 1 0.1% ５０歳以上 0 0.0%
有効回答者数 696 100.0% 有効回答者数 692 100.0%
無回答者数 33 － 無回答者数 37 －
対象回答者数 729 － 対象回答者数 729 －



（１）理想的な子どもの数、実際に予定している子どもの数　【すべての方】（問２－１）

①理想的な子どもの数

全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）
1 14 1.3% 6 1.5% 8 1.2%
2 28 2.6% 13 3.2% 15 2.2%
3 380 35.1% 151 36.9% 229 34.0%
4 515 47.4% 177 43.3% 336 50.0%
5 42 3.9% 7 1.7% 35 5.2%
6 16 1.5% 10 2.4% 6 0.9%
7 89 8.2% 45 11.0% 44 6.5%

1084 100.0% 409 100.0% 673 100.0%
5 － 4 － 1 －

1089 － 413 － 674 －
2.6 － 2.5 － 2.6 －
2.7 － 2.7 － 2.7 －
2.7 － 2.6 － 2.7 －

■「世代」と「理想的な子どもの数」の関係
18～29歳
数

18～29歳
（％）

30～39歳
数

30～39歳
（％）

40～49歳
数

40～49歳
（％）

50歳以上
数

50歳以上
（％）

1 8 3.3% 4 1.0% 2 0.5% 0 0.0%
2 9 3.7% 6 1.5% 12 2.9% 1 4.0%
3 89 36.6% 142 35.3% 144 35.0% 5 20.0%
4 99 40.8% 200 49.8% 198 48.2% 15 60.0%
5 11 4.5% 12 3.0% 16 3.9% 3 12.0%
6 1 0.4% 9 2.2% 6 1.5% 0 0.0%
7 26 10.7% 29 7.2% 33 8.0% 1 4.0%

243 100.0% 402 100.0% 411 100.0% 25 100.0%
2.5 － 2.6 － 2.6 － 2.8 －
2.5 － 2.7 － 2.8 － － －
2.4 － 2.6 － 2.8 － － －

■「婚姻の状況」と「理想的な子どもの数」の関係
未婚者
数

未婚者
（％）

既婚者
数

既婚者
（％）

離別・死
別等数

離別・死
別等（％）

 

1 13 4.3% 1 0.1% 0 0.0%
2 14 4.7% 13 1.8% 1 1.5%
3 135 44.8% 227 31.7% 18 27.7%
4 90 29.9% 392 54.8% 31 47.7%
5 7 2.3% 31 4.3% 4 6.2%
6 0 0.0% 15 2.1% 1 1.5%
7 42 14.0% 37 5.2% 10 15.4%

301 100.0% 716 100.0% 65 100.0%
2.2 － 2.7 － 2.7 －

■「年間収入」と「理想的な子どもの数」の関係

無収入
（％）

100万円
未満（％）

100～300
万円（％）

300～500
万円（％）

500～700
万円（％）

700～
1000万円
（％）

1000万円
以上（％）

1 12.0% 4.0% 2.9% 0.7% 0.0% 0.8% 0.0%
2 0.0% 4.0% 2.9% 2.3% 2.8% 2.5% 0.0%
3 28.0% 36.0% 40.5% 34.7% 35.0% 28.6% 32.7%
4 44.0% 40.0% 38.8% 49.1% 50.6% 59.6% 50.9%
5 4.0% 0.0% 2.9% 2.3% 5.1% 3.4% 9.1%
6 0.0% 4.0% 1.0% 2.3% 1.4% 1.7% 0.0%
7 12.0% 12.0% 11.0% 8.6% 5.1% 3.4% 7.3%

25 25 209 303 217 119 55
2.3 2.4 2.4 2.6 2.7 2.7 2.7

参考 2.1 2.5 2.6 2.6 2.7 2.9 2.9

②実際に予定している子どもの数　【すべての方】
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 96 9.0% 35 8.8% 61 9.2%
2 104 9.6% 36 9.0% 68 10.3%
3 410 39.8% 137 34.0% 271 41.1%
4 214 19.7% 79 19.8% 135 20.5%
5 23 2.1% 7 1.8% 16 2.4%
6 7 0.6% 5 1.3% 2 0.3%
7 208 19.2% 101 25.3% 107 16.2%

1062 100.0% 400 100.0% 660 100.0%
27 － 13 － 14 －

1089 － 413 － 674 －
2.0 － 2.0 － 2.0 －
2.0 － 1.9 － 2.0 －
2.2 － 2.2 － 2.2 －

２．子育てに関する考え方

対象回答者数
理想的な子どもの数の平均

参考

参考

参考
H20調査（理想的な子どもの数の平均）

H15調査（理想的な子どもの数の平均）

５人以上
わからない
有効回答者数

０人

４人

有効回答者数
無回答者数

５人以上
わからない

１人

無回答者数

５人以上
わからない
有効回答者数
理想的な子どもの数の平均

２人
３人
４人

２人
３人
４人

０人
１人
２人
３人

理想的な子どもの数の平均
H20調査（理想的な子どもの数の平均）

H15調査（理想的な子どもの数の平均）

理想的な子どもの数の平均
H20調査（理想的な子どもの数の平均）

H15調査（理想的な子どもの数の平均）

対象回答者数

０人
１人

０人
１人
２人
３人
４人
５人以上
わからない
有効回答者数

０人
１人
２人
３人
４人
５人以上
わからない
有効回答者数
理想的な子どもの数の平均
H20調査（理想的な子どもの数の平均）



■「世代」と「実際に予定している子どもの数」の関係
18～29歳
数

18～29歳
（％）

30～39歳
数

30～39歳
（％）

40～49歳
数

40～49歳
（％）

50歳以上
数

50歳以上
（％）

1 36 15.3% 24 6.0% 33 8.2% 2 9.1%
2 5 2.1% 31 7.8% 65 16.1% 3 13.6%
3 57 24.3% 174 43.7% 168 41.5% 9 41.0%
4 32 13.6% 91 22.9% 86 21.3% 5 22.7%
5 5 2.1% 8 2.0% 8 2.0% 2 9.1%
6 1 0.4% 4 1.0% 2 0.5% 0 0.0%
7 99 42.2% 66 16.6% 42 10.4% 1 4.5%

235 100.0% 398 100.0% 404 100.0% 22 100.0%
1.8 － 2.1 － 1.9 － 2.1 －
1.6 － 2.0 － 2.1 － － －
2.0 － 2.0 － 2.3 － － －

■「年間収入」と「実際に予定している子どもの数」の関係

無収入
（％）

100万円
未満（％）

100～300
万円（％）

300～500
万円（％）

500～700
万円（％）

700～
1000万円
（％）

1000万円
以上（％）

1 16.7% 28.0% 17.7% 5.4% 3.3% 5.9% 1.9%
2 0.0% 8.0% 14.3% 8.8% 9.3% 11.0% 7.4%
3 20.8% 24.0% 26.6% 40.3% 45.3% 51.8% 42.5%
4 4.2% 8.0% 11.8% 25.6% 24.3% 17.8% 31.5%
5 0.0% 4.0% 1.0% 2.7% 3.3% 2.5% 0.0%
6 0.0% 0.0% 1.0% 1.0% 0.0% 0.8% 0.0%
7 58.3% 28.0% 27.6% 16.2% 14.5% 10.2% 16.7%

24 25 203 297 214 118 54
1.3 1.3 1.5 2.2 2.2 2.0 2.2

参考 1.3 1.2 1.8 2.1 2.2 2.1 2.1

■「理想」と「実際に予定」の子どもの数の関係
全体
数

全体
（％）

H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 380 35.8% 255 31.5% 397 41.7%
2 409 38.5% 348 43.0% 356 37.4%
3 36 3.4% 15 1.9% 28 2.9%
4 237 22.3% 191 23.6% 170 17.9%

1062 100.0% 809 100% 951 100%
27 － 70 － 79 －

1089 － 879 － 1030 －

（２）　「実際に予定している子どもの数」が「理想的な子どもの数」よりも少ない理由（問２－２）

【問２-１で「予定」の子どもの数が「理想」の子どもの数より少なかった方のみ】　（最大３つまで選択可能）

全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）
1 205 53.9% 63 52.1% 140 54.5%
2 47 12.4% 8 6.6% 38 14.8%
3 47 12.4% 13 10.7% 34 13.2%
4 68 17.9% 11 9.1% 56 21.8%
5 123 32.4% 37 30.6% 85 33.1%
6 18 4.7% 9 7.4% 9 3.5%
7 41 10.8% 15 12.4% 26 10.1%
8 33 8.7% 15 12.4% 18 7.0%
9 41 10.8% 10 8.3% 31 12.1%
10 25 6.6% 12 9.9% 13 5.1%
11 9 2.4% 4 3.3% 5 1.9%
12 20 5.3% 9 7.4% 11 4.3%
13 59 15.5% 24 19.8% 35 13.6%

14 42 11.1% 10 8.3% 32 12.5%

380 100% 121 100% 257 100%
29 - 7 - 22 -

409 - 128 - 279 -

■「年間収入」と「実際より理想的な子どもの数より少ない理由」の関係
無収入
（％）

100万円
未満（％）

100～300
万円（％）

300～500
万円（％）

500～700
万円（％）

700～
1000万円
（％）

1000万円
以上（％）

1 100.0% 60.0% 46.6% 64.0% 55.4% 51.0% 47.1%
2 0.0% 30.0% 20.5% 16.0% 8.4% 2.0% 0.0%
3 100.0% 0.0% 8.2% 16.0% 13.3% 9.8% 11.8%
4 0.0% 0.0% 12.3% 21.0% 20.5% 19.6% 23.5%
5 0.0% 0.0% 26.0% 31.0% 39.8% 39.2% 35.3%
6 0.0% 0.0% 4.1% 2.0% 3.6% 9.8% 17.6%
7 0.0% 30.0% 12.3% 12.0% 8.4% 9.8% 11.8%
8 0.0% 10.0% 5.5% 2.0% 13.3% 21.6% 17.6%
9 100.0% 10.0% 1.4% 14.0% 12.0% 15.7% 17.6%
10 0.0% 10.0% 6.8% 6.0% 7.2% 9.8% 0.0%
11 0.0% 0.0% 1.4% 1.0% 3.6% 3.9% 0.0%
12 0.0% 0.0% 4.1% 3.0% 6.0% 7.8% 17.6%
13 0.0% 30.0% 34.2% 12.0% 3.6% 5.9% 5.9%
14 0.0% 0.0% 11.0% 12.0% 13.3% 7.8% 5.9%

1 10 73 100 83 51 17

一番末の子が自分（配偶者）の
定年退職までに成人してほしい
子どもは欲しいが、結婚していない

その他（主なご意見①不妊、②離婚した、③仕事との両立、④流産
した等）

H15調査（予定している子どもの数の平均）

１人
２人
３人
４人
５人以上
わからない

わからない
有効回答者数

わからない

高年齢や体質などから出産が難しい

対象回答者数

子どもの教育・進路に不安がある
子どもを取り巻く社会情勢に不安が
ある
配偶者が子どもはもう十分と言って
いる
自分（配偶者）の仕事に差し支える
子どもを育てるためのゆとりある
住宅がない
自分たちの趣味やレジャーのための
自由な時間を持ちたい

子育ての心理的負担が大きい
子育ての肉体的負担が大きい

無回答者数

子どもを育てるのにお金がかかる

参考

有効回答者数

有効回答者数
実際に予定している子どもの数の平均

H20調査（予定している子どもの数の平均）

０人

安定した雇用や収入がないから

理想と実際の予定と同じ人数である

理想より少ない人数である

実際に予定している子どもの数の平均

H20調査（予定している子どもの数の平均）

理想より多い人数である

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

子育ての肉体的負担が大きい
高年齢や体質などから出産が難しい
子どもの教育・進路に不安がある
子どもを取り巻く社会情勢に不安が
ある
配偶者が子どもはもう十分と言って
いる
自分（配偶者）の仕事に差し支える
子どもを育てるためのゆとりある
住宅がない
自分たちの趣味やレジャーのための
自由な時間を持ちたい
一番末の子が自分（配偶者）の
定年退職までに成人してほしい
子どもは欲しいが、結婚していない
その他
有効回答者数

０人
１人
２人
３人
４人
５人以上

子どもを育てるのにお金がかかる
安定した雇用や収入がないから
子育ての心理的負担が大きい



【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 201 60.4% 208 61.5%
2 55 16.5% 57 16.9%
3 75 22.5% 72 21.3%
4 88 26.4% 131 38.8%
5 34 10.2% 38 11.2%
6 42 12.6% 65 19.2%
7 23 6.9% 38 11.2%
8 41 12.3% 46 13.6%
9 22 6.6% 22 6.5%
10 10 3.0% 17 5.0%
11 21 6.3% 20 5.9%
12 46 13.8% － －
13 31 9.3% 54 16.0%

333 100% 338 100%
15 － 18 －

348 － 356 －

（３）子どもを生み育てることの意味　【すべての方】　（最大３つまで選択可能）問２－３
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 子どもを育てるのが楽しい・子どもが
好き 436 41.1% 159 39.8% 276 41.9%
2 自分の生命を伝える 288 27.1% 132 33.0% 155 23.5%
3 自分の夢や志を託す 63 5.9% 40 10.0% 23 3.5%
4 子どもを育てることで自分も成長
できる 652 61.5% 206 51.5% 444 67.4%
5 子どもを通じて友人ができるなど
世界が広がる 186 17.5% 50 12.5% 135 20.5%
6 夫婦、家族のきずなが強くなる 376 35.4% 129 32.3% 246 37.3%
7 次の社会を担う世代をつくる 272 25.6% 109 27.3% 163 24.7%
8 子どもを持ってはじめて社会的に
一人前になる 47 4.4% 22 5.5% 25 3.8%
9 家・家業・事業を継いでもらう 37 3.5% 19 4.8% 18 2.7%
10 老後の面倒をみてもらう 43 4.1% 14 3.5% 29 4.4%
11 子どもを持つのは人間として自然で
ある 202 19.0% 81 20.3% 121 18.4%
12 その他（①子どもが欲しかった、②遺伝子を伝える等） 13 1.2% 6 1.5% 7 1.1%
13 特に意味について考えたことはない 56 5.3% 27 6.8% 29 4.4%

1061 100% 400 100% 659 100%
28 － 13 － 15 －

1089 － 413 － 674 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 子どもを育てるのが楽しい・子どもが
好き 287 33.1% 349 34.5%
2 自分の生命を伝える 199 22.9% 180 17.8%
3 自分の夢や志を託す 34 3.9% 48 4.7%
4 子どもを育てることで自分も成長
できる 479 55.2% 550 54.3%
5 子どもを通じて友人ができるなど
世界が広がる 90 10.4% 119 11.8%
6 夫婦、家族のきずなが強くなる 412 47.5% 505 49.9%
7 次の社会を担う世代をつくる 238 27.4% 267 26.4%
8 子どもを持ってはじめて社会的に
一人前になる 66 7.6% 90 8.9%
9 家・家業・事業を継いでもらう 32 3.7% 60 5.9%
10 老後の面倒をみてもらう 30 3.5% 35 3.5%
11 子どもを持つのは人間として自然で
ある 225 25.9% 267 26.4%
12 その他 18 2.1% 20 2.0%
13 特に意味について考えたことはない 58 6.7% 52 5.1%

868 100% 1012 100%
11 － 18 －

879 － 1030 －

（４）子どもが３歳くらいまでの昼間の子育ての場所として適当な場所　【すべての方】（問２－４）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 497 46.1% 196 48.2% 301 45.0%
2 226 20.9% 90 22.1% 135 20.1%
3 10 0.9% 5 1.2% 4 0.6%
4 306 28.4% 99 24.3% 207 30.9%
5 7 0.6% 2 0.5% 5 0.7%
6 33 3.1% 15 3.7% 18 2.7%

1079 100.0% 407 100.0% 670 100.0%
10 － 6 － 4 －

1089 － 413 － 674 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H20県
男性数

H20県
男性（％）

H20県
女性数

H20県
女性（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 521 59.6% 178 59.5% 342 60.0% 600 59.4%
2 103 11.8% 50 16.7% 52 9.1% 110 10.9%
3 9 1.0% 5 1.7% 3 0.5% 12 1.2%
4 217 24.8% 57 19.1% 158 27.7% 248 24.6%
5 6 0.7% 2 0.7% 4 0.7% 15 1.5.%
6 18 2.1% 7 2.3% 11 1.9% 25 2.5%

874 100% 299 100% 570 100% 1010 100%
5 － 2 － 3 － 20 －

879 － 301 － 573 － 1030 －

配偶者が子どもはもう十分と言って
いる
自分（配偶者）の仕事に差し支える
子どもを育てるためのゆとりある
住宅がない

子育ての心理的負担が大きい
子育ての肉体的負担が大きい
高年齢や体質などから出産が難しい
子どもの教育・進路に不安がある
子どもを取り巻く社会情勢に不安が
ある

子どもを育てるのにお金がかかる

自分たちの趣味やレジャーのための
自由な時間を持ちたい
一番末の子が自分（配偶者）の
定年退職までに成人してほしい
子どもは欲しいが、結婚していない
その他

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

無回答者数
有効回答者数

対象回答者数

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

主に家庭（自宅）がよい
主に保育所がよい
主に別居の祖父母、親戚、知人宅がよい
家庭の状況に応じてどこでもよい
その他
わからない

主に家庭（自宅）がよい
主に保育所や幼稚園児などがよい
主に別居の祖父母、親戚、知人宅がよい
家庭の状況に応じてどこでもよい
その他（①園と家庭半々、②個々に違う等）
わからない
有効回答者数
無回答者数

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

対象回答者数



全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 822 76.5% 309 76.3% 511 76.6%

2 629 58.6% 224 55.3% 404 60.6%

3 244 22.7% 97 24.0% 146 21.9%

4 403 37.5% 126 31.1% 276 41.4%

5 98 9.1% 35 8.6% 63 9.4%

6 64 6.0% 26 6.4% 38 5.7%

7 136 12.7% 55 13.6% 81 12.1%

8 482 44.9% 153 37.8% 328 49.2%

9 217 20.2% 70 17.3% 147 22.0%

10 90 8.4% 34 8.4% 56 8.4%

11 97 9.0% 33 8.1% 64 9.6%

12 248 23.1% 102 25.2% 145 21.7%

13 298 27.7% 111 27.4% 185 27.7%

14 91 8.5% 38 9.4% 53 7.9%

15 217 20.2% 73 18.0% 144 21.6%

16 149 13.9% 63 15.6% 86 12.9%

17 189 17.6% 84 20.7% 105 15.7%

18 35 3.3% 13 3.2% 22 3.3%

19 8 0.7% 4 1.0% 4 0.6%

1074 100% 405 100% 667 100%

15 － 8 － 7 －

1089 － 413 － 674 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 742 84.9% 750 75.5%

2 292 33.4% 140 14.1%

3 288 33.0% 318 32.0%

4 123 14.1% 158 15.9%

5 72 8.2% 96 9.7%

6 132 15.1% 183 18.4%

7 428 49.0% 531 53.4%

8 253 28.9% 325 32.7%

9 117 13.4% 172 17.3%

10 89 10.2% 135 13.6%

11 247 28.3% 309 31.1%

12 322 36.8% 290 29.2%

13 85 9.7% 102 10.3%

14 176 20.1% 233 23.4%

15 166 19.0% 196 19.7%

16 177 20.3% 150 15.1%

17 27 3.1% 20 2.0%

18 9 1.0% 7 0.7%

874 100% 994 100%

5 － 36 －

879 － 1030 －

（５）子どもを安心して生み、健やかに育てることのできる環境を整備するため、行政に期待する施策　【すべての方】　（最大
５つまで選択可能）（問２－５）

妊産婦や乳幼児に対する健康診査、保健指導など、保健医療体制を充実する

地域における子どもの健全育成活動の積極的な支援

児童公園、児童館の整備など、子どもの遊び場を確保する

保育サービスや放課後児童対策（放課後児童クラブ等）を充実する

子育てに関する相談・指導を充実する

子育てに関する情報提供を充実する

地域で子育てを支える人材の育成・確保

勤務時間の短縮や育児休業の取得促進など、職場環境の改善を企業に働きかける

男性も女性も共に家事・子育てに参加するという男女共同参画意識を広める

子どもの成長に欠くことのできない自然環境を保全・整備する

子育てに配慮した生活環境、住環境を整備する

対象回答者数

子育てに配慮した生活環境、住環境を整備する

その他（①小児科の医療体制の充実、②企業の保育体制を確保、③不妊治療の助成、
④保育園を増やす等）

特にない

有効回答者数

保育サービスや放課後児童対策（放課後児童クラブ等）を充実する

子育てに関する相談・指導を充実する

子育てに関する情報提供を充実する

地域で子育てを支える人材の育成・確保

勤務時間の短縮や育児休業の取得促進など、職場環境の改善を企業に働きかける

子育ての大切さや楽しさなどの意識を広める

子育てサロンやつどいの広場など、親子が気軽に安心して集まれる身近な場を整備す
る

いじめ・非行等の問題行動や、学級崩壊等のない学校教育環境を整備する

男性も女性も共に家事・子育てに参加するという男女共同参画意識を広める

安定した雇用と収入を確保する

無回答者数

対象回答者数

子育てに伴う経済的負担を軽くする

地域における子どもの健全育成活動の積極的な支援

子どもが犯罪等の被害にあわないような安全安心な環境の整備

妊産婦や乳幼児に対する健康診査、保健指導など、保健医療体制を充実する

児童公園、児童館の整備など、子どもの遊び場を確保する

子どもの成長に欠くことのできない自然環境を保全・整備する

その他

特にない

有効回答者数

無回答者数

子育てに伴う経済的負担を軽くする

子育ての大切さや楽しさなどの意識を広める

子育てサロンやつどいの広場など、親子が気軽に安心して集まれる身近な場
を整備する

いじめ・非行等の問題行動や、学級崩壊等のない学校教育環境を整備する

子どもが犯罪等の被害にあわないような安全安心な環境の整備



（６）特にどの経済的支援を充実するべきか　【問２－５で「１．経済的負担の軽減」と回答した方のみ】（問２－６）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 46 5.8% 17 5.7% 29 5.8%

2 36 4.5% 11 3.7% 25 5.0%

3 132 16.5% 45 15.2% 87 17.4%

4 425 53.3% 157 52.9% 267 53.6%

5 86 10.8% 38 12.8% 47 9.4%

6 64 8.0% 25 8.4% 39 7.8%

7 9 1.1% 4 1.3% 5 1.0%

798 100.0% 297 100.0% 499 100.0%
24 － 12 － 12 －

822 － 309 － 511 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 69 9.4% 36 4.9%

2 41 5.6% 29 3.9%

3 112 15.2% 148 20.1%

4 359 48.8% 376 51.0%

5 81 11.0%

6 70 9.5%

7 3 0.4%

735 100% 737 100%
無回答者数 7 － 13 －
対象回答者数 742 － 750 －

（７）子育てをする上での負担や不安の有無　【お子さんがいる方のみ】（問２－７）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 145 20.6% 52 23.0% 93 19.6%

2 384 54.6% 114 50.5% 268 56.4%

3 122 17.4% 40 17.7% 82 17.3%

4 52 7.4% 20 8.8% 32 6.7%

703 100.0% 226 100.0% 475 100.0%
9 － 5 － 4 －

712 － 231 － 479 －

■「世代」と「子育てをする上での負担や不安の有無」との関係
18～29歳
男性（％）

18～29歳
女性（％）

30～39歳
男性（％）

30～39歳
女性（％）

40～49歳
男性（％）

40～49歳
女性（％）

50歳以上
男性（％）

50歳以上
女性（％）

1 25.0% 17.6% 18.0% 18.4% 24.4% 21.0% 66.6% 18.8%

2 58.4% 58.8% 50.6% 59.7% 51.2% 52.8% 16.7% 62.4%

3 8.3% 11.8% 21.3% 16.3% 16.8% 18.8% 0.0% 18.8%

4 8.3% 11.8% 10.1% 5.6% 7.6% 7.4% 16.7% 0.0%

12 34 89 196 119 229 6 16

■「世帯の構成」と「子育てをする上での負担や不安の有無」との関係
核家族
数

核家族
（％）

三世代
数

三世代
（％）

単身世帯
数

単身世帯
（％）

その他
数

その他
（％）

1 98 20.6% 38 19.3% 1 16.7% 8 36.4%

2 265 55.7% 105 53.2% 4 66.6% 10 45.5%

3 83 17.4% 34 17.3% 1 16.7% 3 13.6%

4 30 6.3% 20 10.2% 0 0.0% 1 4.5%

476 100.0% 197 100.0% 6 100.0% 22 100.0%
5 － 4 － 0 － 0 －

481 － 201 － 6 － 22 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H20県
男性数

H20県
男性（％）

H20県
女性数

H20県
女性（％）

1 84 15.5% 44 26.3% 40 10.7%

2 305 56.3% 74 44.3% 230 61.7%

3 99 18.3% 33 19.8% 66 17.7%

4 54 10.0% 16 9.6% 37 9.9%

542 100% 167 100% 373 100%
22 － 6 － 16 －

564 － 173 － 389 －

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

無回答者数
対象回答者数

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

20.1%

どちらかといえば感じない

ほとんど感じない

どちらかといえば感じる

どちらかといえば感じない

有効回答者数

非常に感じる

どちらかといえば感じる

どちらかといえば感じない

ほとんど感じない
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非常に感じる

どちらかといえば感じる

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

有効回答者数

どちらかといえば感じない

ほとんど感じない

ほとんど感じない

保育料（保育所、幼稚園）

教育費（小・中・高・大学）

児童手当の増額

その他

有効回答者数

非常に感じる

どちらかといえば感じる

非常に感じる

妊娠・出産にかかる費用

乳幼児の医療費

保育料（保育所、幼稚園）

教育費（小・中・高・大学）

児童手当の増額

扶養控除の拡大など納税額の軽減

その他（①産休中の経済負担の軽減、②す
べて等）

妊娠・出産にかかる費用

乳幼児の医療費



（８）子育ての負担や不安の内容（問２－８）　
【問２－７で「子育てに負担や不安を『非常に／どちらかといえば』感じている」と回答した方のみ】　（最大３つまで選択可能）

全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）
1 子育てにお金がかかる 357 67.9% 119 72.1% 237 66.0%
2 子育てによる体の疲れが大きい 99 18.8% 25 15.2% 74 20.6%
3 子育ては、なんでも親の責任にされるので、負担を感じる 62 11.8% 10 6.1% 52 14.5%
4 子育てに自信がもてない 63 12.0% 10 6.1% 53 14.8%
5 親としての責任を果たすことができるか不安 190 36.1% 58 35.2% 130 36.2%
6 子どもの育て方について配偶者や家族と意見が合わない 41 7.8% 14 8.5% 27 7.5%
7 子育ての大変さを、配偶者や家族など身近な人が理解したり協力してくれない 22 4.2% 1 0.6% 21 5.8%
8 仕事と子育ての両立が難しい 188 35.7% 52 31.5% 135 37.6%
9 自分の自由な時間が持てない 97 18.4% 29 17.6% 68 18.9%
10 夫婦で楽しむ時間が持てない 11 2.1% 6 3.6% 5 1.4%
11 近所に子どもの遊び友だちがいない 35 6.7% 16 9.7% 18 5.0%

12 31 5.9% 5 3.0% 26 7.2%

526 100% 165 100% 359 100%
3 － 1 － 2 －

529 － 166 － 361 －

■「世帯の構成」と「子育てに関する悩み」の関係
核家族
（％）

三世代
（％）

単身世帯
（％）

その他
（％）

1 子育てにお金がかかる 66.7% 71.3% 40.0% 72.2%
2 子育てによる体の疲れが大きい 21.4% 14.0% 0.0% 11.1%
3 子育ては、なんでも親の責任にされるので、負担を感じる 11.1% 13.3% 20.0% 11.1%
4 子育てに自信がもてない 11.7% 13.3% 0.0% 11.1%
5 親としての責任を果たすことができるか不安 36.7% 34.3% 40.0% 38.9%
6 子どもの育て方について配偶者や家族と意見が合わない 5.3% 11.2% 40.0% 22.2%
7 子育ての大変さを、配偶者や家族など身近な人が理解したり協力してくれない 2.8% 7.7% 20.0% 0.0%
8 仕事と子育ての両立が難しい 37.2% 32.2% 40.0% 33.3%
9 自分の自由な時間が持てない 18.9% 16.8% 20.0% 22.2%
10 夫婦で楽しむ時間が持てない 2.5% 0.7% 0.0% 5.6%
11 近所に子どもの遊び友だちがいない 4.2% 11.9% 0.0% 16.7%
12 6.4% 3.5% 40.0% 5.6%

360 143 5 18
3 0 0 0

363 143 5 18

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 子育てにお金がかかる 275 70.9% 356 69.9%
2 子育てによる体の疲れが大きい 51 13.1% 81 15.9%
3 子育ては、なんでも親の責任にされるので、負担を感じる 38 9.8% 91 17.9%
4 子育てに自信がもてない 44 11.3% 79 15.5%
5 親としての責任を果たすことができるか不安 146 37.6% － －
6 子どもの育て方について配偶者や家族と意見が合わない 32 8.2% 66 13.0%
7 子育ての大変さを、配偶者や家族など身近な人が理解したり協力してくれない 17 4.4% 32 6.3%
8 仕事と子育ての両立が難しい 123 31.7% 172 33.8%
9 自分の自由な時間が持てない 59 15.2% 110 21.6%
10 夫婦で楽しむ時間が持てない 15 3.9% 25 4.9%
11 近所に子どもの遊び友だちがいない 43 11.1% 59 11.6%
12 28 7.2% 37 7.3%

388 100% 509 100%
1 － 4 －

389 － 513 －

（９）子育てに関する悩みや不安の相談相手　【お子さんがいる方のみ】　（あてはまるものすべて）（問２－９）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 534 75.9% 180 79.3% 352 74.1%
2 482 68.5% 129 56.8% 352 74.1%
3 453 64.3% 105 46.3% 346 72.8%
4 134 19.0% 26 11.5% 107 22.5%
5 77 10.9% 17 7.5% 60 12.6%
6 12 1.7% 1 0.4% 11 2.3%
7 52 7.4% 17 7.5% 35 7.4%
8 36 5.1% 21 9.3% 15 3.2%
9 17 2.4% 2 0.9% 15 3.2%

704 100% 227 100% 475 100%
8 － 4 － 4 －

712 － 231 － 479 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 408 79.1% 401 78.5%
2 326 63.2% 308 60.3%
3 324 62.8% 319 62.4%
4 60 11.6% 77 15.1%
5 51 9.9% 44 8.6%
6 12 2.3% 9 1.8%
7 35 6.8% 22 4.3%
8 25 4.8% 22 4.3%
9 8 1.6% 3 0.6%

516 100% 511 100%
48 － 4 －

564 － 515 －

有効回答者数
無回答者数

その他

有効回答者数

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

その他（①学校の役員や当番、②仕事との両立、③子育てが正しいかどうか、
④子ども達を取り巻く環境、⑤健康等）

対象回答者数

対象回答者数

その他

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

配偶者
親・家族・親戚
友人、知人、隣近所の人
保育所・幼稚園等の子育てのための施設

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

配偶者

だれにも相談していない
その他

友人、知人、隣近所の人
保育所・幼稚園等の子育てのための施設
学校、教育センター等の教育機関
児童相談所等の専門の相談機関
病院・診療所、保健所

学校、教育センター等の教育機関
児童相談所等の専門の相談機関
病院・診療所、保健所
だれにも相談していない
その他（①職場の人、②地域の施設等）

無回答者数

親・家族・親戚



（１）子育ての支援制度の認知度　【すべての方】　（知っている制度すべて）（問３－１）　
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 1000 97.2% 358 94.7% 640 98.6%

2 589 57.2% 176 46.6% 412 63.5%

3 900 87.5% 326 86.2% 572 88.1%

4 482 46.8% 148 39.2% 332 51.2%

5 349 33.9% 106 28.0% 242 37.3%

6 358 34.8% 123 32.5% 235 36.2%

7 302 29.3% 88 23.3% 213 32.8%

8 344 33.4% 87 23.0% 256 39.4%

1029 100% 378 100% 649 100%
60 － 35 － 25 －

1089 － 413 － 674 －

■「世代」と「子育ての支援制度の認知度」の関係
18～29歳
男性（％）

18～29歳
女性（％）

30～39歳
男性（％）

30～39歳
女性（％）

40～49歳
男性（％）

40～49歳
女性（％）

50歳以上
男性（％）

50歳以上
女性（％）

1 93.8% 96.5% 92.3% 99.2% 97.3% 99.2% 100.0% 100.0%

2 30.9% 48.2% 52.4% 69.4% 49.3% 65.4% 57.1% 76.5%

3 76.5% 90.1% 86.7% 88.6% 91.1% 86.6% 85.7% 88.2%

4 24.7% 44.0% 42.7% 56.7% 43.2% 50.8% 57.1% 35.3%

5 12.3% 29.8% 34.3% 42.9% 29.5% 36.6% 57.1% 29.4%

6 24.7% 31.2% 36.4% 37.6% 32.2% 38.6% 57.1% 23.5%

7 12.3% 23.4% 24.5% 38.0% 27.4% 34.1% 42.9% 17.6%

8 13.6% 31.2% 28.0% 50.2% 21.9% 34.1% 57.1% 29.4%

有効回答者数 81 141 143 245 146 246 7 17
無回答者数 16 7 8 7 10 11 1 0
対象回答者数 97 148 151 252 156 257 8 17

（２）女性の就業のあり方として最も望ましいもの　【すべての方】（問３－２）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 529 49.5% 209 52.1% 318 47.6%

2 32 3.0% 12 3.0% 20 3.0%

3 60 5.6% 20 5.0% 40 6.0%

4 31 2.9% 15 3.8% 16 2.4%

5 345 32.2% 111 27.8% 234 35.0%

6 9 0.8% 7 1.8% 2 0.3%

7 64 6.0% 26 6.5% 38 5.7%

1070 100.0% 400 100.0% 668 100.0%
19 － 13 － 6 －

1089 － 413 － 674 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H20県
男性（％）

H20県
女性（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

H15県
男性（％）

H15県
女性（％）

1 364 42.0% 41.4% 42.5% 421 42.0% 40.4% 43.2%

2 25 2.9% 3.4% 2.6% 27 2.7% 3.4% 2.2%

3 68 7.8% 9.2% 7.2% 123 12.3% 12.4% 12.2%

4 26 3.0% 3.1% 3.0% 27 2.7% 2.9% 2.5%

5 327 37.7% 34.6% 39.0% 349 34.8% 35.3% 34.4%

6 5 0.6% 1.4% 0.2% 3 0.3% 0.7% 0.0%

7 52 6.0% 7.1% 5.5% 52 5.2% 4.9% 5.4%

有効回答者数 867 100% 295 567 1002 100% 411 590
無回答者数 12 － 6 6 28 － 15 13
対象回答者数 879 － 301 573 1030 － 426 603

３．仕事と子育ての両立についての考え方

対象回答者数

妊産婦に必要な健診等の時間が取れること

妊産婦が医師の診断書等の指示に沿って勤務の軽減等の措置が受けられること

有効回答者数
無回答者数

産前・産後休業が取れること

産前・産後休業が取れる期間

男女とも育児休業が取れること

育児休業が取得できる期間

３歳未満の子を育てる従業員が利用できる短時間勤務等の措置

子の看護休暇が取れること

結婚までは仕事を持ち、結婚を機に退職し、家事・子育てに専念する

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

結婚や出産と関係なく仕事を続ける

結婚までは仕事を持ち、結婚を機に退職し、家事・子育てに専念する

結婚までは仕事を持ち、結婚を機に退職し、子どもが大きくなったら再就職する

子どもができるまでは仕事を持ち、出産を機に退職し、家事・子育てに専念する

子どもができるまでは仕事を持ち、出産を機に退職し、子どもが大きくなったら再就職する

仕事を持たない方がよい

その他（①本人の意思、②場合によって違う、③短時間勤務を利用、④本人の意思で
様々に選択できるシステム等）

産前・産後休業が取れること

産前・産後休業が取れる期間

男女とも育児休業が取れること

育児休業が取得できる期間

３歳未満の子を育てる従業員が利用できる短時間勤務等の措
置

子の看護休暇が取れること

妊産婦に必要な健診等の時間が取れること

妊産婦が医師の診断書等の指示に沿って勤務の軽減等の措置が受
けられること

結婚や出産と関係なく仕事を続ける

結婚までは仕事を持ち、結婚を機に退職し、子どもが大きくなったら再
就職する
子どもができるまでは仕事を持ち、出産を機に退職し、家事・子育てに
専念する
子どもができるまでは仕事を持ち、出産を機に退職し、子どもが大きく
なったら再就職する

仕事を持たない方がよい

その他



（３）仕事と子育てを両立するための職場での必要な取り組み　【すべての方】　（最大３つまで選択可能）（問３－３）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 529 49.1% 226 55.4% 301 45.1%

2 141 13.1% 44 10.8% 97 14.5%

3 492 45.7% 160 39.2% 330 49.5%

4 481 44.7% 155 38.0% 326 48.9%

5 155 14.4% 49 12.0% 106 15.9%

6 227 21.1% 84 20.6% 142 21.3%

7 450 41.8% 169 41.4% 281 42.1%

8 228 21.2% 94 23.0% 134 20.1%

9 24 2.2% 10 2.5% 14 2.1%

10 8 0.7% 5 1.2% 3 0.4%

11 37 3.4% 22 5.4% 15 2.2%

1077 100% 408 100% 667 100%
12 － 5 － 7 －

1089 － 413 － 674 －

【参考】　過去の調査結果

H20県
全体数

H20県
全体（％）

H20県
男性（％）

H20県
女性（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

H15県
男性（％）

H15県
女性（％）

1 育児休業中の賃金その他の経済的給付の充実 464 53.3% 61.7% 48.9% 536 52.9% 58.4% 49.0%

2 107 12.3% 10.4% 13.4% 183 18.1% 17.8% 18.3%

3 408 46.8% 38.6% 51.6% 482 47.6% 37.7% 54.4%

4 349 40.1% 35.6% 42.1% 403 39.8% 38.2% 40.8%

5 事業所内の保育施設の充実 137 15.7% 13.1% 17.1% 158 15.6% 13.7% 16.9%

6 254 29.2% 32.9% 26.9% 211 20.8% 20.4% 21.1%

7 386 44.3% 44.0% 44.5% 421 41.6% 40.9% 42.1%

8 160 18.4% 20.1% 17.4% 214 21.1% 22.6% 20.1%

9 その他 10 1.1% 0.7% 1.4% 27 2.7% 2.9% 2.5%

10 特にない 11 1.3% 1.3% 1.2% 22 2.2% 2.6% 0.7%

11 よくわからない 20 2.3% 3.0% 1.9% 17 1.7% 3.4% 1.3%

有効回答者数 871 100% 298 568 1013 100% 416 596
無回答者数 8 － 3 5 17 － 10 7
対象回答者数 879 － 301 573 1030 － 426 603

（４）仕事と子育ての両立のために行政に対し期待する施策　【すべての方】　（最大２つまで選択可能）（問３－４）

全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 63 6.0% 39 9.9% 24 3.7%

2 76 7.3% 30 7.6% 46 7.1%

3 118 11.3% 61 15.4% 56 8.7%

4 468 44.8% 144 36.5% 322 49.8%

5 344 33.0% 125 31.6% 219 33.8%

6 516 49.4% 172 43.5% 343 53.0%

7 213 20.4% 103 26.1% 110 17.0%

8 9 0.9% 5 1.3% 4 0.6%

9 22 2.1% 7 1.8% 15 2.3%

1044 100% 395 100% 647 100%
45 － 18 － 27 －

1089 － 413 － 674 －

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

企業への働きかけ

安定した雇用の確保

強制力のある制度改正

行政が関わる必要はない

気運の醸成

良い事例の普及・顕彰

父親の子育て参加の受け皿づくり

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

育児休業などの利用者が給与やポストなどの待遇で不利な扱
いを受けないようにする

保育の充実

育児休業などの利用者が給与やポストなどの待遇で不利な扱いを受けないようにする

その他（①非正規職員でも産休が取れる制度、②職場の柔軟な対応等）

特にない

よくわからない

育児休業中の賃金その他の経済的給付の充実

子どもが病気やけがの時のための休暇制度（子の看護休暇）の拡充

子育て中の者について、勤務時間の短縮や勤務時間帯の変更を柔軟に行う

事業所内の保育施設の充実

出産・子育てのために退職した社員の元の会社への再雇用の促進

育児休業などが気兼ねなく利用できる人的体制の整備や雰囲気づくりを進める

育児休業期間を法定期間（１歳になるまで）以上に取得できるようにする

その他（①土日保育施設の充実、②小学生の放課後の待機場
所づくり等）

育児休業期間を法定期間（１歳になるまで）以上に取得できるよ
うにする

子育て中の者について、勤務時間の短縮や勤務時間帯の変更
を柔軟に行う

育児休業などが気兼ねなく利用できる人的体制の整備や雰囲
気づくりを進める

出産・子育てのために退職した社員の元の会社への再雇用の
促進

子どもが病気やけがの時のための休暇制度（子の看護休暇）
の拡充



■「世代」と「仕事と子育ての両立のために行政に期待する施策」の関係
18～29歳
男性（％）

18～29歳
女性（％）

30～39歳
男性（％）

30～39歳
女性（％）

40～49歳
男性（％）

40～49歳
女性（％）

50歳以上
男性（％）

50歳以上
女性（％）

1 11.1% 4.2% 7.6% 4.1% 10.5% 3.3% 25.0% 0.0%

2 11.1% 7.0% 9.0% 8.6% 3.9% 5.7% 12.5% 6.3%

3 18.9% 8.5% 13.8% 10.3% 15.1% 6.9% 12.5% 12.5%

4 34.4% 51.4% 34.5% 48.1% 40.8% 50.0% 12.5% 56.3%

5 33.3% 35.2% 34.5% 34.2% 27.6% 32.1% 37.5% 43.8%

6 36.7% 59.9% 43.4% 49.0% 48.0% 52.8% 37.5% 56.3%

7 18.9% 12.0% 31.7% 16.5% 25.0% 20.7% 25.0% 12.5%

8 1.1% 0.0% 1.4% 1.6% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0%

9 2.2% 1.4% 1.4% 1.6% 2.0% 3.3% 0.0% 6.3%

90 142 145 243 152 246 8 16
7 6 6 9 4 11 0 1
97 148 151 252 156 257 8 17

（５）結婚や出産を機に仕事をやめた経験の有無　【お子さんがいる方のみ】（問３－５）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 357 51.1% 192 85.4% 164 34.8%
2 123 17.6% 11 4.9% 112 23.7%
3 151 21.6% 12 5.3% 138 29.2%
4 28 4.0% 5 2.2% 23 4.9%
5 3 0.4% 0 0.0% 3 0.6%

6 37 5.3% 5 2.2% 32 6.8%

699 100.0% 225 100.0% 472 100.0%
13 － 6 － 7 －
712 － 231 － 479 －

■「世代」と「結婚や出産を機に仕事をやめた経験の有無」の関係
18～29歳
男性（％）

18～29歳
女性（％）

30～39歳
男性（％）

30～39歳
女性（％）

40～49歳
男性（％）

40～49歳
女性（％）

50歳以上
男性（％）

50歳以上
女性（％）

1 75.1% 42.8% 89.0% 35.9% 83.8% 32.7% 83.3% 31.3%
2 8.3% 22.9% 4.4% 22.4% 5.1% 24.5% 0.0% 31.3%
3 8.3% 28.6% 3.3% 30.7% 6.0% 27.5% 16.7% 37.4%
4 8.3% 0.0% 2.2% 3.1% 1.7% 7.4% 0.0% 0.0%
5 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 0.0% 5.7% 1.1% 6.3% 3.4% 7.9% 0.0% 0.0%
12 35 90 192 117 229 6 16
3 1 0 5 3 1 0 0
15 36 90 197 120 230 6 16

■｢世帯の構成」と「結婚や出産を機に仕事をやめた経験の有無」の関係（女性のみ）
核家族
数

核家族
（％）

三世代
数

三世代
（％）

単身世帯
数

単身世
帯（％）

その他
数

その他
（％）

1 96 30.3% 62 44.9% 0 0.0% 6 50.0%
2 80 25.2% 32 23.2% 0 0.0% 0 0.0%
3 100 31.6% 31 22.5% 2 66.7% 4 33.3%
4 15 4.7% 7 5.1% 1 33.3% 0 0.0%
5 3 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

6 23 7.3% 6 4.3% 0 0.0% 2 16.7%
317 100.0% 138 100.0% 3 100.0% 12 100.0%
6 － 1 － 0 － 0 －

323 － 139 － 3 － 12 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
女性数

H20県
女性（％）

H15県
女性数

H15県
女性（％）

1 109 28.9% 150 36.5%
2 109 28.9% 105 25.5%
3 117 31.0% 113 27.5%
4 21 5.6% 22 5.4%
5 0 0.0% 2 0.5%

6 21 5.6% 19 4.6%
377 100% 411 100%
12 － 14 －
389 － 425 －

気運の醸成

強制力のある制度改正

行政が関わる必要はない

その他

有効回答者数
無回答者数

良い事例の普及・顕彰

父親の子育て参加の受け皿づくり

保育の充実

企業への働きかけ

安定した雇用の確保

対象回答者数

結婚を機に仕事をやめた
第１子出産を機に仕事をやめた
第２子以降の出産を機に仕事をやめた
今まで仕事をしたことがない

その他（①夫の転勤、②妊娠を機に、③不妊治療のため等）

仕事をやめたことはない（現在も続けている）

結婚を機に仕事をやめた

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

その他

第１子出産を機に仕事をやめた
第２子以降の出産を機に仕事をやめた
今まで仕事をしたことがない

その他

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

仕事をやめたことはない（現在も続けている）

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

仕事をやめたことはない（現在も続けている）
結婚を機に仕事をやめた
第１子出産を機に仕事をやめた
第２子以降の出産を機に仕事をやめた
今まで仕事をしたことがない

その他
有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

仕事をやめたことはない（現在も続けている）
結婚を機に仕事をやめた
第１子出産を機に仕事をやめた
第２子以降の出産を機に仕事をやめた
今まで仕事をしたことがない



（６）仕事をやめた理由　【問３－５（２，３，４）と回答された人のみ】（問３－６）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 95 31.6% 5 17.9% 90 33.1%
2 6 2.0% 2 7.1% 4 1.5%
3 31 10.3% 3 10.7% 28 10.3%
4 24 8.0% 3 10.7% 21 7.7%
5 91 30.2% 10 35.7% 80 29.4%

6 54 17.9% 5 17.9% 49 18.0%

301 100.0% 28 100.0% 272 100.0%
1 － 0 － 1 －

302 － 28 － 271 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
女性数

H20県
女性（％）

H15県
女性数

H15県
女性（％）

1 97 39.4% 84 35.4%
2 3 1.2% 7 3.0%
3 19 7.7% 30 12.7%
4 17 6.9% 21 8.9%
5 54 22.0% 51 21.5%

6 56 22.8% 44 18.6%
246 100% 237 100%
1 － 3 －

247 － 240 －

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

経済的に働く必要がなくなった
退職を迫るような職場の雰囲気があった
配偶者や家族が退職を望んだ
仕事と家事（子育て）の両立が困難だった

その他

家事（子育て）に専念したかった
経済的に働く必要がなくなった

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

家事（子育て）に専念したかった

退職を迫るような職場の雰囲気があった
配偶者や家族が退職を望んだ
仕事と家事（子育て）の両立が困難だった

その他（①嫁ぎ先の関係、②転勤、③正社員でなかったため
等）



４．結婚についての考え方

（１）結婚しない人が増えている理由　【すべての方】　（最大３つまで選択可能）（問４－１）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 168 15.5% 63 15.4% 105 15.7%
2 449 41.5% 168 41.0% 281 42.0%
3 81 7.5% 45 11.0% 36 5.4%
4 503 46.5% 187 45.6% 315 47.1%
5 167 15.4% 47 11.5% 120 17.9%
6 157 14.5% 79 19.3% 78 11.7%
7 143 13.2% 69 16.8% 73 10.9%
8 101 9.3% 31 7.6% 70 10.5%
9 378 35.0% 111 27.1% 266 39.8%
10 20 1.9% 6 1.5% 14 2.1%
11 54 5.0% 15 3.7% 39 5.8%
12 201 18.6% 55 13.4% 145 21.7%
13 35 3.2% 13 3.2% 22 3.3%
14 382 35.3% 171 41.7% 210 31.4%
15 23 2.1% 10 2.4% 13 1.9%
16 よくわからない 27 2.5% 14 3.4% 13 1.9%

有効回答者数 1081 100% 410 100% 669 100%
無回答者数 8 － 3 － 5 －
対象回答者数 1089 － 413 － 674 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 167 19.3% 194 18.9%
2 395 45.7% 533 52.1%
3 69 8.0% 69 6.7%
4 437 50.5% 516 50.4%
5 122 14.1% 181 17.7%
6 68 7.9% 65 6.3%
7 93 10.8% 101 9.9%
8 102 11.8% 95 9.3%
9 407 47.1% 481 47.0%
10 37 4.3% 93 9.1%
11 53 6.1% 49 4.8%
12 246 28.4% 260 25.4%
13 65 7.5% 57 5.6%
14 その他 37 4.3% 22 2.1%
15 18 2.1% 14 1.4%

865 100% 1024 100%
14 － 6 －

879 － 1030 －

（２）結婚しないで子どもを持つことについて思うこと　【すべての方】（問４－２）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 612 56.8% 225 54.9% 385 57.7%
2 364 33.7% 150 36.6% 214 32.1%
3 76 7.0% 28 6.8% 48 7.2%

4 27 2.5% 7 1.7% 20 3.0%

1079 100.0% 410 100.0% 667 100.0%
10 － 3 － 7 －

1089 － 413 － 674 －

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 440 50.7% 552 53.9%
2 358 41.3% 384 37.5%
3 52 6.0% 62 6.0%
4 17 2.0% 27 2.6%

867 100% 1025 100%
12 － 5 －

879 － 1030 －

■「世代」と「結婚しないで子どもを持つことについてどう思うか」の関係
18～29歳

数
18～29歳

（％）
30～39歳

数
30～39歳

（％）
40～49歳

数
40～49歳

（％）
50歳以上

数
50歳以上

（％）
1 128 52.9% 238 59.2% 230 56.5% 13 52.0%
2 83 34.3% 141 35.1% 130 31.9% 10 40.0%
3 22 9.1% 19 4.7% 34 8.4% 1 4.0%
4 9 3.7% 4 1.0% 13 3.2% 1 4.0%

242 100.0% 402 100.0% 407 100.0% 25 100.0%
3 － 1 － 6 － 0 －

245 － 403 － 413 － 25 －
無回答者数
対象回答者数

本人の自由である
子どもは結婚してから持つ方がよい
わからない

その他

有効回答者数

子どもは結婚してから持つ方がよい
わからない

その他

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

その他（①一概に言えない、②子どもの幸せを考える
等）

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

本人の自由である

本人の自由である
子どもは結婚してから持つ方がよい
わからない

女性が結婚後も働き続けることに対し、まわりの理解が得にくい
女性の高学歴化が進んだ
家事、子育てに対する負担感、拘束感が大きい
子どもの数が少なくなり、後継ぎ問題などが結婚相手の範囲を狭めている

よくわからない

有効回答者数

異性と出会う機会が少なくなった
仕事のためには、独身の方が都合がよい
仕事を持つ女性が増えて、女性の経済力が向上した

結婚相手に要求する条件が厳しくなった
本人も周囲も、結婚（又は結婚適齢期）にこだわらなくなった
見合いなど、親族による結婚の仲立ちが減った

無回答者数
対象回答者数

女性が結婚後も働き続けることに対し、まわりの理解が得にくい

女性の高学歴化が進んだ

家事、子育てに対する負担感、拘束感が大きい
子どもの数が少なくなり、後継ぎ問題などが結婚相手の範囲を狭めている
低収入、就労の不安定のため経済的自立が困難である
その他（①結婚への魅力を感じない、②未熟である、③不安定な収入等）

独身生活の方が自由が多い
成人しても親離れ（又は親の子離れ）しない傾向が強まってきた
異性とつきあうことが苦手な若者が増えてきた

結婚相手に要求する条件が厳しくなった
本人も周囲も、結婚（又は結婚適齢期）にこだわらなくなった
見合いなど、親族による結婚の仲立ちが減った

独身生活の方が自由が多い

成人しても親離れ（又は親の子離れ）しない傾向が強まってきた
異性とつきあうことが苦手な若者が増えてきた
異性と出会う機会が少なくなった
仕事のためには、独身の方が都合がよい
仕事を持つ女性が増えて、女性の経済力が向上した



（３）結婚することの利点　【すべての方】　（最大２つまで選択可能）（問４－３）　
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 477 44.6% 208 51.6% 268 40.3%
2 697 65.1% 234 58.1% 462 69.5%
3 376 35.1% 145 36.0% 230 34.6%
4 129 12.1% 65 16.1% 63 9.5%
5 48 4.5% 21 5.2% 27 4.1%
6 34 3.2% 18 4.5% 16 2.4%
7 64 6.0% 12 3.0% 52 7.8%
8 41 3.8% 12 3.0% 29 4.4%

9 30 2.8% 11 2.7% 19 2.9%

1070 100% 403 100% 665 100%
19 － 10 － 9 －

1089 － 413 － 674 －

■「世代」と「結婚の利点に対する考え方」の関係
18～29歳
男性（％）

18～29歳
女性（％）

30～39歳
男性（％）

30～39歳
女性（％）

40～49歳
男性（％）

40～49歳
女性（％）

50歳以上
男性（％）

50歳以上
女性（％）

1 39.8% 34.0% 52.0% 41.4% 58.2% 42.1% 50.0% 52.9%
2 48.4% 69.4% 62.8% 69.5% 60.1% 68.7% 37.5% 82.4%
3 44.1% 40.1% 40.5% 33.3% 26.8% 34.1% 37.5% 11.8%
4 17.2% 9.5% 8.8% 8.8% 20.9% 9.5% 50.0% 17.6%
5 5.4% 4.1% 6.1% 4.4% 4.6% 3.2% 0.0% 11.8%
6 4.3% 2.0% 3.4% 0.8% 5.9% 4.4% 0.0% 0.0%
7 4.3% 10.2% 3.4% 6.0% 1.3% 8.7% 12.5% 0.0%
8 6.5% 6.1% 2.7% 4.0% 1.3% 3.6% 0.0% 5.9%
9 4.3% 0.7% 2.7% 3.2% 2.0% 3.6% 0.0% 5.9%

93 147 148 249 153 252 8 17
4 1 3 3 3 5 0 0

97 148 151 252 156 257 8 17

■「婚姻の状況」と「結婚の利点に対する考え方」の関係
既婚男性

（％）
既婚女性

（％）
未婚男性

（％）
未婚女性

（％）
離別・死別
男性（％）

離別・死別
女性（％）

全国未婚
男性（％）

全国未婚
女性（％）

1 55.0% 43.0% 47.6% 34.7% 37.5% 31.3% 32.3% 29.7%
2 63.6% 71.9% 46.9% 65.3% 75.0% 58.3% 33.6% 47.7%
3 32.6% 32.3% 42.8% 40.7% 25.0% 37.5% 13.7% 17.6%
4 14.9% 8.8% 17.2% 7.3% 25.0% 22.9% 11.8% 6.1%
5 5.0% 4.1% 5.5% 4.7% 6.3% 2.1% 14.6% 19.1%
6 2.9% 2.4% 6.9% 2.7% 6.3% 2.1% 4.0% 2.2%
7 2.5% 5.6% 4.1% 11.3% 0.0% 18.8% 4.1% 15.1%
8 2.1% 3.6% 4.8% 7.3% 0.0% 2.1% 4.3% 6.3%
9 2.5% 3.0% 3.4% 2.0% 0.0% 4.2% 1.6% 0.3%

242 467 145 150 16 48
5 3 5 5 0 1

247 470 150 155 16 49
【参考】　結婚と出産に関する全国調査結果
（H22国立社会保障・人口問題研究所）18～34歳未婚者対象　

（４）　未婚化・晩婚化のために行政に期待する施策　【すべての方】（問４－４）
全体数 全体（％） 男性数 男性（％） 女性数 女性（％）

1 56 5.5% 31 8.1% 25 4.0%
2 231 22.8% 88 23.0% 143 22.8%
3 6 0.6% 4 1.0% 2 0.3%
4 40 4.0% 18 4.7% 22 3.5%
5 41 4.1% 17 4.5% 24 3.8%
6 172 17.0% 65 17.0% 107 17.1%
7 433 42.8% 147 38.6% 284 45.3%

8 32 3.2% 12 3.1% 20 3.2%

1011 100.0% 382 100.0% 627 100.0%
78 － 31 － 47 －

1089 － 413 － 674 －

■「性別」、「世代」、「未婚化・晩婚化対策に対する行政への期待」の関係
18～29歳
男性（％）

18～29歳
女性（％）

30～39歳
男性（％）

30～39歳
女性（％）

40～49歳
男性（％）

40～49歳
女性（％）

50歳以上
男性（％）

50歳以上
女性（％）

1 8.0% 5.1% 6.2% 4.2% 9.2% 3.3% 28.6% 0.0%
2 19.5% 21.3% 23.4% 24.9% 26.1% 21.3% 0.0% 28.6%
3 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.8% 0.0% 0.0%
4 3.4% 2.9% 5.5% 3.8% 4.9% 3.8% 0.0% 0.0%
5 4.6% 3.7% 4.1% 5.1% 4.9% 2.9% 0.0% 0.0%
6 19.5% 16.9% 18.6% 19.4% 13.4% 15.0% 28.6% 14.3%
7 39.3% 48.6% 39.4% 39.6% 36.6% 48.3% 42.8% 57.1%
8 4.6% 1.5% 2.8% 3.0% 2.8% 4.6% 0.0% 0.0%

87 136 145 237 142 240 7 14
10 12 6 15 14 17 1 3
97 148 151 252 156 257 8 17

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

ボランティアへの支援
民間業者との協力
お祝い金の拠出
行政が関わる必要はない
安定した雇用・収入の確保
その他

有効回答者数
無回答者数

対象回答者数

気運の醸成
出会いの場の設定

ボランティアへの支援
民間業者との協力
お祝い金の拠出
行政が関わる必要はない
安定した雇用・収入の確保
その他（①結婚の魅力伝達、②妊娠出産適齢期
の教育、③本人の問題等）

気運の醸成
出会いの場の設定

その他

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

愛情を感じている人と暮らせる
社会的信用や対等な関係が得られる
親や周囲の期待に応えられる
生活上便利になる
経済的余裕が持てる
親から独立できる

精神的な安らぎの場が得られる
子どもや家族を持てる

その他

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

愛情を感じている人と暮らせる
社会的信用や対等な関係が得られる
親や周囲の期待に応えられる
生活上便利になる
経済的余裕が持てる
親から独立できる

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

精神的な安らぎの場が得られる
子どもや家族を持てる

社会的信用や対等な関係が得られる
親や周囲の期待に応えられる
生活上便利になる
経済的余裕が持てる
親から独立できる

その他（①特になし、②成長できる、③孤独でなくなる
等）

精神的な安らぎの場が得られる
子どもや家族を持てる
愛情を感じている人と暮らせる



■「未婚（結婚後、離別・死別された方を含む。）・既婚」、「世代」、「未婚化・晩婚化対策に対する行政への期待」の関係
18～29歳

未婚者（％）
18～29歳

既婚者（％）
30～39歳

未婚者（％）
30～39歳

既婚者（％）
40～49歳

未婚者（％）
40～49歳

既婚者（％）
50歳以上

未婚者（％）
50歳以上

既婚者（％）

1 6.3% 6.1% 2.3% 5.7% 2.6% 6.2% 0.0% 10.5%

2 19.0% 26.5% 30.2% 22.6% 27.6% 21.9% 0.0% 21.1%

3 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 1.3% 0.0% 0.0%

4 3.4% 2.0% 3.5% 4.7% 6.6% 3.6% 0.0% 0.0%

5 4.6% 2.0% 4.7% 4.7% 3.9% 3.6% 0.0% 0.0%

6 19.0% 14.3% 15.1% 20.3% 18.4% 13.4% 50.0% 15.8%

7 43.7% 49.1% 39.5% 39.6% 37.0% 45.8% 50.0% 52.6%

8 3.4% 0.0% 4.7% 2.4% 2.6% 4.2% 0.0% 0.0%

174 49 86 296 76 306 2 19
18 4 6 15 7 24 0 4

192 53 92 311 83 330 2 23

（５）結婚に対しての考え 【未婚の方（結婚後、離別・死別された方を含む。）のみ】（問４－５）
全体
数

全体
（％）

未婚男性
数

未婚男性
（％）

未婚女性
数

未婚女性
（％）

1 105 30.3% 47 30.5% 58 30.1%

2 175 50.5% 84 54.6% 91 47.0%

3 22 6.3% 8 5.2% 14 7.3%

4 23 6.6% 9 5.8% 14 7.3%

5 22 6.3% 6 3.9% 16 8.3%

347 100.0% 154 100.0% 193 100.0%
23 － 12 － 11 －

370 － 166 － 204 －

未婚男性
数

（離別・死別
等除く）

未婚男性
（％）

（離別・死別
等除く）

未婚女性
数

（離別・死別
等除く）

未婚女性
（％）

（離別・死別
等除く）

離別・死別
等男性数

離別・死別
等男性
（％）

離別・死別
等女性数

離別・死別
等女性
（％）

1 なるべく早く結婚したい 41 29.3% 51 34.7% 6 42.9% 7 15.2%

2 76 54.3% 68 46.2% 8 57.1% 23 50.0%

3 8 5.7% 7 4.8% 0 0.0% 7 15.2%

4 結婚する予定がある 9 6.4% 10 6.8% 0 0.0% 4 8.7%

5 その他 6 4.3% 11 7.5% 0 0.0% 5 10.9%

有効回答者数 140 100.0% 147 100.0% 14 100.0% 46 100.0%

【参考】　過去の調査結果
H20県
全体数

H20県
全体（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

1 72 25.9% 49 16.7%

2 － － 128 43.7%

3 148 53.2% 73 24.9%

4 21 7.6% 18 6.1%

5 16 5.8% 19 6.5%

6 21 7.6% 6 2.0%

278 100% 293 100%

【参考】　結婚と出産に関する全国調査結果（H22国立社会保障・人口問題研究所）　18～34歳未婚者対象　
全国未婚
男性（％）

全国未婚
女性（％）

1 86.3% 89.4%

2 9.4% 6.8%

3 4.3% 3.8%

理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない

結婚する予定がある

一生結婚するつもりはない

その他

有効回答者数

いずれ結婚するつもり

なるべく早く結婚したい

いずれは結婚したい

無回答者数
対象回答者数

理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない

一生結婚するつもりはない

一生結婚するつもりはない

不詳

なるべく早く結婚したい

理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない

一生結婚するつもりはない

結婚する予定がある

その他（①こだわりはない、②いずれ結婚したい、③今は結婚する気がな
い等）
有効回答者数

対象回答者数

お祝い金の拠出

行政が関わる必要はない

安定した雇用・収入の確保

その他

有効回答者数
無回答者数

気運の醸成

出会いの場の設定

ボランティアへの支援

民間業者との協力



（６）独身でいる理由　【未婚の方で問４－５（１，２，３，５）とお答えの方のみ】　（最大３つまで選択可能）（問４－６）　
全体
数

全体
（％）

未婚男性
数

未婚男性
（％）

未婚女性
数

未婚女性
（％）

1 71 22.6% 32 22.9% 39 22.4%

2 94 29.9% 36 25.7% 58 33.3%

3 86 27.4% 51 36.4% 35 20.1%

4 47 15.0% 22 15.7% 25 14.4%

5 7 2.2% 2 1.4% 5 2.9%

6 48 15.3% 31 22.1% 17 9.8%

7 47 15.0% 13 9.3% 34 19.5%

8 168 53.5% 73 52.1% 95 54.6%

9 37 11.8% 15 10.7% 22 12.6%

314 100% 140 100% 174 100%
10 － 5 － 5 －

324 － 145 － 179 －

■「年収」と「独身でいる理由」の関係

無収入
（％）

100万円
未満（％）

100～300
万円（％）

300～500
万円（％）

500～700
万円（％）

700～
1000万円

（％）

1000万円
以上（％）

1 45.5% 33.3% 11.8% 20.0% 28.6% 38.9% 54.5%

2 9.1% 22.2% 25.5% 40.0% 39.3% 16.7% 36.4%

3 40.9% 44.4% 30.0% 18.5% 21.4% 22.2% 27.3%

4 50.0% 16.7% 10.9% 9.2% 7.1% 27.8% 27.3%

5 0.0% 0.0% 0.9% 3.1% 3.6% 5.6% 0.0%

6 0.0% 16.7% 18.2% 20.0% 10.7% 11.1% 9.1%

7 4.5% 22.2% 23.6% 12.3% 10.7% 11.1% 9.1%

8 13.6% 44.4% 65.5% 55.4% 42.9% 44.4% 36.4%

9 18.2% 11.1% 8.2% 18.5% 10.7% 16.7% 0.0%

22 18 110 65 28 18 11
1 1 3 1 1 2 0

23 19 113 66 29 20 11

【参考】　過去の調査結果

H20県
全体数

H20県
全体（％）

H20県
未婚男性

（％）

H20県
未婚女性

（％）

H15県
全体数

H15県
全体（％）

H15県
未婚男性

（％）

H15県
未婚女性

（％）

1 今は趣味や娯楽を楽しみたい 29 12.4% 12.1% 12.8% 54 19.9% 23.0% 17.1%

2 今は仕事（学業）に打ち込みたい 50 21.5% 18.7% 22.7% 62 22.8% 19.8% 25.3%

3 自由や気楽さを失いたくない 55 23.6% 11.0% 31.9% 69 25.4% 23.8% 26.7%

4 経済的に余裕がなくなる 31 13.3% 23.1% 7.1% 46 16.9% 21.4% 13.0%

5 結婚資金が足りない 38 16.3% 29.7% 7.8% 46 16.9% 20.6% 13.7%

6 まだ若すぎる 42 18.0% 26.4% 12.8% 45 16.5% 15.9% 17.1%

7 親や周囲が同意しない 8 3.4% 2.2% 4.3% 13 4.8% 3.2% 6.2%

8 異性とうまく付き合えない 28 12.0% 18.7% 7.8% 27 9.9% 14.3% 6.2%

9 必要性を感じない 48 20.6% 17.6% 22.7% 42 15.4% 11.9% 18.5%

10 結婚に魅力を感じない 40 17.2% 9.9% 22.0% 40 14.7% 11.9% 17.1%

11 適当な相手にまだめぐりあわない 132 56.7% 58.2% 56.0% 111 40.8% 39.7% 41.8%

12 その他 24 10.3% 9.9% 4.3% 34 12.5% 15.9% 9.6%

有効回答者数 233 100% 91 141 272 100% 126 146
無回答者数 24 － 12 12 2 － 1 1
対象回答者数 257 － 103 153 274 － 127 147

その他

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

安定した雇用・収入がない

まだ若すぎる

親や周囲が同意しない

異性とうまく付き合えない

結婚に魅力を感じない

適当な相手にまだめぐりあわない

有効回答者数
無回答者数
対象回答者数

今は仕事（学業）に打ち込みたい

時間やお金の面で自由や気楽さを失いたくない

まだ若すぎる

親や周囲が同意しない

異性とうまく付き合えない

結婚に魅力を感じない

適当な相手にまだめぐりあわない

その他（①子どもとの関係、②相手がいない、③離婚している、④学
生だから等）

今は仕事（学業）に打ち込みたい

時間やお金の面で自由や気楽さを失いたくない

安定した雇用・収入がない



自由意見記述欄に県民の皆さまからお寄せいただいたご意見

経済低負担全般（計19件）

金銭的余裕がなく、子どもを作れない／増やせない 8

子どもを育てるのに多額の費用がかかるという話を聞き不安 3

経済的負担が多く、自分や子どもの将来のための資金を貯められない 3

経済的に安定する必要がある 3

経済的な援助がもっと必要 1

給与の3分の1が税金、不景気で物価が高騰している現状では子どもなど不可能 1

保育料(計12件）

保育料が高い 10

自治体によって助成に格差をつけない政策を充実させる 1

保育料を全額国の負担としてほしい 1

教育費（計7件）

大学や私立の学校へ行くための助成をしてほしい 3

教育費の軽減や子育て支援をし、他県より島根県は子育てがしやすいといわれるぐらいにしてほし
い

3

金銭的な理由で夢を諦めることないように、教育費のサポートをしてほしい 1

医療費（計12件）

自治体ごとに格差のある助成の改善（医療費の助成、予防接種の無料化や夜間診療） 9

子どもの人数によって医療費が違うのはおかしく、少子化対策と無料化は違う 1

医療費助成で本当に助かっている 1

中学、高校での医療費の補助を考えてほしい 1

児童手当（計16件）

幼児期だけではなく支給時期を延ばしてほしい（中学・高校生以降の方が金銭的負担大） 6

児童手当の金額を増やしてほしい 3

子どもが3人以上の家庭に特別な考慮（保育料無料等）があれば意欲もあがるのではないか 2

親と同居しているという理由で手当がもらえないのはおかしい 2

母子世帯にしか出ない制度はおかしい 1

児童手当3万円支給はどうなったのか 1

児童手当支給を1か月に1回に増やすべき 1

1.子育て環境（経済的負担の軽減）（計166件）

記述内容 回答数



税金（計20件）

独身者や健康で子どもがいない人に税金を作ればいい 6

消費税増税となり、ますます子どもを育てるのが厳しくなる 4

子どもを沢山産んだら税金を安くしてほしい 3

出産お祝い金制度など、経済的負担を軽くする 2

税金の無駄遣い（児童手当、こっころ等）が多い 2

小企業や個人企業では保険制度がしっかりしておらず、税金（国保・住民税）が高くなり負担である 1

消費税増税等各納税が若者ほど負担になっている 1

役人の給料を減らし、天下りを撤廃する 1

安定した雇用と収入の確保(計48件）

安定した雇用と収入の確保ができるよう行政は動くべき 27

家族を充分に養える経済的余裕がない 11

子育てに専念したくても経済的な理由から働かざるを得ない 4

自分（相手）が安定した雇用、収入ではなく結婚できない／できなかった 4

第一次産業が発展すれば人手が必要になり働き手も必要になる 1

男性の収入を高くし、女性が子育てに専念できる環境が望ましい 1

不妊治療費用（計30件）

晩婚化による高齢出産にともなう不妊治療費助成制度の充実 27

不妊治療への保険適用 3

住宅費(計2件）

家賃が高いため公的な住宅政策をする 1

空き家を安く貸し出しするようなシステムを行政ができればおもしろい 1

記述内容 回答数



医療制度（計2件）

高齢出産に対応できる病院等の医療体制の確立 1

小児科不足を解消してほしい 1

保育サービス・放課後児童対策(計36件）

待機児童が多い、保育所を増やしてほしい 12

日祝、夏休みなどの長期休暇、夜間等でも預けられる場所がほしい 6

保育サービス内容の充実 4

子どもが発熱する等が起こった際に急な対応が出来るよう、病児保育を充実させて欲しい 3

放課後児童クラブの充実 3

幼稚園の延長や預かり保育があるといい 2

保育費の負担の軽減や、気軽に預けられる保育場所（金額面、場所）を求める 2

行政と企業が協力し、事業所内の保育施設を広めてほしい 1

幼稚園は子どもが少なくなり、社会のニーズと合っていない 1

1学級あたりの定員を減らす 1

保育園だけではなく小学生の子育てについても考えてほしい 1

教育（計21件）

出産適齢期、卵子の老化等性の知識をきちんと教育するべき 8

結婚、子育ての魅力、意義を伝えていく 4

小中学生から”家族”を持つことの意味、生物としての欲求について教育していく 2

小学校から少子化教育を取り入れる 2

保育実習等で、美化せずそのままの子どもに触れる機会を増やし生の子ども、赤ちゃんを知ってほ
しい

1

命の大切さを伝える 1

安定した職業に就く気力を持たせる教育をする 1

教育の場で人生設計についての時間を確保する 1

男女共同でやる授業を増やす 1

子育て・保育環境（計14件）

子どもが安心して遊び学べる環境、公園をもっと増やしてほしい 6

子育てをする上で「便利がいい」環境づくりが必要 3

情報化社会になることで増えてきた危険から子どもを守ることのできる環境づくり 1

妊婦や育児中の人への配慮ある公共施設や企業が増えてほしい 1

色んな人間関係の中で、親が謙虚にアドバイスを聞き、よりよい子育てへの知恵を出し合う環境がで
きれば子供もスクスクと育ってくれる

1

地域ぐるみで子育てを応援してくれる環境が大切 1

安心して子どもを持てる社会ではない 1

2.子育て環境（経済的負担以外）（計85件）

記述内容 回答数



子育てケア・周囲の支え（計3件）

母親が精神的に安定し、幸せ感を持って過ごすせる、意義や楽しさを感じられる社会になってほしい 1

核家族化が進み、子どもを親だけが育てる状況にあるので、親支援（経済的負担以外の）を充実さ
せるべき

1

母親が孤立しない支援体制 1

意識改革(計3件）

１人１人を認めてあげると子育ても楽しくなり家族が増える事が喜びになると思う 1

昔の考えの人が多くて、仕事をしていても頭のかたい人ばかりで嫌な思いをした事があった 1

封鎖的な田舎で母親を軽視するようなものを排除してほしい 1

親への教育（計5件）

親としての自覚を持たせる 2

母親が成長しておらず、子どものために自分のやりたいことを犠牲にしたくないという傾向がある 1

少子化対策は必要かもしれないが、若者の望まれない妊娠・出産については賛成はできず、親とし
ての責任や自覚を持つことへのサポートが必要

1

学校教育との連携を図りながら、親となる人（男女問わず）への教育や支援を充実し、１人でも多くの
子供が健全に幸せに成長できる世の中となるよう行政に願いたい

1

里子、養子制度（計1件） 1

里子、養子を積極的にあっせんする 1

両立全般（計4件）

子どもがいても仕事ができる環境にしてほしい 1

子供を産む事は女性にしかできないため、女性が働くことと子育てとのバランスが重要 1

男女平等といいながら、女性が子育て中心の世の中は改善してほしい 1

女性に対してまだまだ厳しい現状 1

3.仕事との両立（計54件）

記述内容 回答数

記述内容 回答数



企業への働きかけ・企業意識の改革(計38件）

子どもの看護休暇に対する企業の理解促進 12

育児休暇を取得しやすくなるよう働きかけてほしい（特に中小企業） 7

育児休業取得者に対するデメリット（異動や退職等）をなくしてほしい 4

非正規雇用等でも正社員と同様の育児休業制度の取得推進 3

子育てや不妊治療に関する企業側のサポートや理解が必要 2

男性も育児休暇をもっと取りやすく出来るように県として働きかけてほしい 2

両親が同時に育児休業を取得できるようにしてほしい 1

出産を機に解雇になる人がいる企業への意識改革をしなければ少子化は防げない 1

労働時間の短縮（ワークシェア）→雇用の拡大（正規社員の増加）→子育て環境の充実（両親の家
事分担）を、まず公務員から実現し、企業もそれに続ける雰囲気を作っていただきたい

1

一人一人の仕事量を減らし、子育てを認める社会になっていかないとこのままでは日本人の消滅を
危惧する

1

妊娠が原因で退職になるケースへの対策 1

単身赴任の任期等、行政・企業で考える機会を設けてほしい 1

子育てを支援する雇用が少ない 1

産休・育休になると収入が半分になり、子どもを生むたび赤字やフルタイムで働けず生むことを考え
る

1

復帰・再就職・転職（計4件）

3歳までは家庭での保育をし、その後再就職をできる仕組み作りをして頂きたい 1

育児休業取得後の女性を再雇用するメリットが企業側に少ない 1

子育てが終わった人に対しては退職後も前職に試験を受けなくても復帰できるようにしてほしい 1

子どもが３才頃になって再就職しようと思っても正規雇用は難しい 1

休暇・勤務時間(計5件）

３才までの時短勤務など職場によって取れる・取れないのがあるのはおかしい 2

パートでも賃金が安くても自由がきく物など(週○回、平日昼間のみ、長期休暇休み)等あると子育て
しながら働ける人も多くなって良い

1

子どもが４才～５才になるぐらいまで仕事を休める制度があればいい 1

育児中も働かされ、休ませてもらえなかった 1

女性の就業のあり方（計3件）

母親が働くことで家に帰っても誰もいないという家庭環境は子供にとって不幸であると考える 1

子育ては大変で片手間にできることではない 1

女性がしっかりと男性を支え、家事を一生懸命取り組む姿を子どもに見せるべき 1

記述内容 回答数



4.未婚化・晩婚化（計19件）

未婚化・晩婚化の要因（計6件）

出会いがない 3

結婚に魅力を感じていない若い人が多い 1

結婚が女性の幸とは限らない現実が多くある為、女性にとってメリットが多ければ変わるのではない
か

1

労働者にゆとりを与え県外離れを防ぐべき 1

出会いの場の設定(計5件）

出会いの場や生活の場をサポートして欲しい 4

季節ごとのイベントを開催し盛り上げていってはどうか 1

夫婦イベントの企画（計1件）

夫婦で参加できるイベントを作ってほしい 1

女性の意識変化（計3件）

女性の男性に対する条件が厳しくなった 2

女性が強くなりすぎた 1

国際結婚（計1件）

外国人女性の日本人男性との結婚に対し、もっと簡易にして欲しい 1

制度(計1件）

お見合いに関する条例（罰則のない条例）をつくって、適齢期の人たちの交流を助け、結婚への意識
を高める

1

早期結婚推奨（計1件）

若い時につきあう異性とすぐ結婚する方がいい 1

独身（計1件）

家庭の都合により結婚を諦めなければならない人もいることへの配慮や、独身の人が住みやすい施
設などもっと考えてほしい

1

記述内容 回答数



5.少子化に関する認識（計99件）

少子化の要因（計8件）

少子化の原因は晩婚化にある 2

子ども好きではない、欲しくない 2

少子化が進むのは、国や企業、国民の子育てに対する意識が問題であり、親と子それぞれに対す
る支援が必要

1

少子化は経済に左右されている 1

社会性が育っていない、自立していない若者の増加 1

個人情報の漏洩など、行政のモラルの低さも少子化を加速させる原因ではないか 1

将来に対する認識(計9件）

地域の高齢化が進み将来が不安 3

安心できない世の中（自然環境、年金、犯罪等）で、子どもが生まれても将来が心配 2

過疎化が進み、何十年先には子どもがいなくなるのではと不安になる 1

今の子ども達が大きくなったときの社会がどうなるのか心配 1

子どもの数が減り、コミュニケーションや協調性がとりにくくなり、社会性がなくなり、物事に関心や感
情がなくなるのではないか心配

1

将来に希望が持てない社会であり、未来設定ができないのではないか 1

I・Uターン推進、企業誘致(計12件）

若年層が県外へ進学、就職する現状への対策、地元へ残る働きかけ 5

企業の誘致、新しい産業に力を入れる 3

県外から移り住む人が増えるような住みやすい環境づくり 2

住宅補助、子どもの医療費補助、保育料補助など子育てしやすい環境を作り、島根へ帰ってもらえ
るよう働きかける

1

広域異動のある企業へ地元で働ける取り組みの働きかけ 1

PR（計3件）

出産・育児に関する制度やサービスをPRし、不安を払しょくする 2

安全、安心な島根をPRし、他県の人に来てもらえるようにする 1

市民の意識改革（計4件）

意識、制度が男性側から真に改正されない限り少子化対策にはならない 2

便利になりすぎたことによって結婚、出産への意識が変化しているため、「昔と今との違い」を考え参
考にしたらと思う

1

メディアで鬼嫁や女が強い、草食系など使わず平等な考えを持ったり、家族のあたたかさをもっと伝
えていく

1

記述内容 回答数



制度（計3件）

子どもに選挙権を与える 1

高齢者ばかりでなく、子ども達に対する政策を作る 1

子育てしやすい制度に力を入れてほしい 1

社会変化（計2件）

豊かになりすぎた結果、我慢や自己コントロールできない人が増えた 1

今は独身の方が時間的にも経済的にも得をし、独身でいても恥ずかしくない状況になっているため、
独身が当たり前にならない社会を作ること

1

まちづくり（計4件）

生活しやすい環境を整えてほしい 2

島根県を人が来るような副都市にする 1

デートスポットやお洒落なエリアを設ける 1

少子化対策における力点（計16件）

もう1人生んでも経済的に損にはならないと思わせる政策づくり 2

子供が出来ても利点があると考えにくくなっている傾向にある今、子供が出来ても、経済的、精神的
な面で安定した環境を是非整えてほしい

2

都会と田舎が連携し、広く日本をみてから子どもたちと保護者を守るべき 1

就職先が少なく、情報も少ない現状を変える 1

妊娠、出産、子育て中の家庭に対する経済的支援 1

行政と企業が積極的に関わり合う三味一体となった活動が出来なければ少子化が続くのは必至で
あり、活動の結果が行政や企業にかえってくるのだと長いスパンで考えるべき

1

未婚世代、子育て世代、リタイア世代が皆安定し、いきいきと生活できるのでなければ、少子化に歯
止めはかからない

1

社会に対応出来ない若者を社会に出し、対応させ結婚できるようにする 1

晩婚が進むと出産する確率も低くなり、不妊の原因にもつながるため、以前の結婚適齢期のように
早期結婚の推進が必要

1

増加している離婚についても対策が必要である 1

会社と家庭のワークライフバランス 1

子育て支援制度について知らないことが多かった 1

学校整備へ力を入れ、都会には真似できない島根県独特の支援を考えてほしい 1

少子化対策ではなく、少子化になった社会の対策をするべき 1

記述内容 回答数



行政に対するご意見（計11件）

対策をこういったアンケートで講じるのも大事だが、行政に関わる人たちがもっと直接市民の声を聞
いてみてほしい

1

いろんな意見を出したり、行政側に伝えても通らず、門前払いの状態で何も変わらない、変えようとし
ない

1

結婚に対する支援を行政が関わる必要はないが、その後の子育て、生活への支援を考えてほしい 1

働く環境をよりよくする為に、現行の労働基準が多くの企業で守られていないことを知るべき 1

子育てのための充実した環境づくりのためにも、田舎の町村にも目を向け現状を知ってほしい 1

1組でも多くの方が子供を持てる、育てられるように素晴らしい対策を期待したい 1

雇用機会の確保や環境を整えても結婚しない、子供を持たない人に無理に子供を持たせる必要は
ない

1

これからも子育て世代の意見をどんどん聞いて、さらなる環境整備につなげていただきたい 1

愛情にあふれた家庭をどうやって築くのかに行政は関わってほしい 1

考えてばかりではなく、実行に移してほしい 1

目に見える対策が増えれば、行政の本気度が企業にも伝わり、社会もかわるのではないか 1

アンケートに関するご意見（計18件）

アンケートを行う以上、きちんと対策にいかしてほしい 5

勉強になった 2

簡易にしてほしい 2

結果を広く知らせてほしい 2

子どもが欲しくても出来なかったため、少子化とうたわれると生まなかったのが悪いように聞こえ非
常に残念な思いで記入した

2

調べればすぐに個人が特定できるアンケートで不安が大きかったが、子どものためと思い記入した
ため、必ずいい方向に役立ててほしい

1

共働き前提での設問が気になった 1

島根には未婚者や晩婚が多いかどうかが知りたい 1

子育て世代だけれはなく、子育てが落ち着いた人の意見を参考にしてはどうか 1

意識調査で考えをふり返るきっかけとなり、住みよい社会へ出来る限り近付いていくためには自分の
思いを伝えていくことだと気づかされた

1

現状維持（計2件）

松江は少なくとも少子化対策がすぐれている町だと思うので、現状でよい 1

以前と比べて様々な事で支援されるようになったので、助かっている 1

記述内容 回答数



仕方ない（計4件）

｢少子化対策｣を推進しても子どもを持つのは本人達の自由なので、推進していくほどでもなく、仕方
ない

2

男女共同参画社会により少子化が引き起こるため、今の社会構成ではなるようにしかならない 1

少子化は現在の社会構造上どうしようもないが、最も人口の多い団塊の世代が知らぬふりではなく
力を入れるべき

1

少子化は問題ではない（計2件）

少子化自体は問題ではなく、機械化により人手が不要になるという世の中のシステムが問題 1

少子化よりも未婚化・晩婚化の解消を図るのが第一 1

その他（計1件）

心配いただいてありがたく、その原因となっていることに申し訳なく思う 1

記述内容 回答数


